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概要
本展⽰では，安価で使い捨て可能な簡易振動センサーを⽤いる
ことで，在宅で医療を受ける患者の呼吸異常を早期に検出し，
アラートを発する技術に関する研究を紹介します．
この研究では，呼吸による体の動きから異常を検出することで，
従来のパルスオキシメーターが測定する⾎中酸素濃度よりも早
期に呼吸異常を発⾒することが可能になります．

無呼吸症候群を患っている患者から
体動情報を採取

鎮静下における患者の体動情報を
詳細に分析し、体の事象のモデル
を⽤いて特徴量を分析

呼吸モデルを定義し、解析的⼿法および機械学習を
⽤いた⼿法による呼吸状態評価を⾏う
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各呼吸状態と特徴量の関係

①解析的⼿法による呼吸状態判定
呼吸間隔・振幅値・位相⽐率のそれぞれに対し

閾値を決定し呼吸状態評価を⾏う
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②機械学習による呼吸状態判定

判定の精度を⾼めるべき呼吸状態

正常呼吸を間違って異常呼吸と判定するのは安全
異常呼吸を間違って正常呼吸と判定するのは危険
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正常呼吸では①腹部と③頸部が反対の動きをする

正常呼吸では①腹部と③頸部が同じ動きをする
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しかし，実際には患者ごとの個⼈差が⼤きく，
呼吸状態評価を⾏うことは難しい．
そこで，判定の精度を⾼めるべき呼吸状態を
定め，正解率向上を⽬指している．

異常呼吸の正解率を95%にすることを⽬指している
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ローパスフィルターをかけて
脈拍などの動きを除去
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様々な⽅法で学習⽤データを切り取る

作成した学習⽤データで機械学習へ

現在2つの⽅法で判定に取り組んでいる


